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【 Abstract】
ヒ ト の特徴と し て二足直立し て手を使う こ と が挙げら れる。 進化のなかで荷重移動機能を担っていた

前肢から 上肢と なり 、 手の発達、 道具の使用、 大脳の発達と いったヒ ト 特有の形態機能を持つに至った。

進化はト レード オフと いわれる。 一方を得れば一方を失う 、 交換である 。 鳥の翼、 モグラ の手、 ビーバー

の手は特別な機能に特化し た形態をし ている。 天使が背中に翼をつけて両手を使っている 絵は想像であ

り 、 生物界ではあり 得ないこ と である 。 ヒ ト は道具を作り 、 多く のこ と を可能にし て来た。 空を飛び、

ト ンネルを掘り 、 水中で遊ぶよ う になり 、 スポーツでも 多様な種目が行われている。 今回は進化の視点

から 上肢のスポーツ障害を診て、 診断治療に役立たせる こ と をめざす。 異論、 反論、 質問、 提案を期待

する。 スポーツ動作における上肢の使い方をみる と 、 力を入れる と き は前肢と 同じ 、 回内、 内旋、 伸展

する パタ ーンであり 、 フェ イ ント や変化球、 変化技ではヒ ト の得た回外、 外旋、 屈曲する パターンであ

ると 大別できる 。 こ のパターンは Brunnstrom が脳出血の回復期に見ら れると し たも のであり 、 姿勢反射

や立ち直り 反応のよ う に身体の奥に行われているも のが顕在化し たも のと 考えら れる 。 さ ら に、 動作が

スカプラ プレーンの上腕のアラ イ メ ント で行われるためには下肢のポジショ ニングが必要不可欠である。

手の発達は大脳皮質の発達と リ ンク し ている。 大脳優位の動きが下肢体幹の動き と マッ チし ない手打ち、

手投げと いわれる 動き になり 、 効率よ いと は言えないフォームと なる 。 また、 無理な力がつなぎ目に掛

かる こ と になり 、 肩、 肘、 リ ス ト の障害が生まれる 。 こ の原則を紹介し て対策を述べる 。 構造に合わな

い使い方をなぜする のか ?! 大脳はスポーツ動作には不要ではないのか ? 上手な体の使い方を求める と 、

進化の中でト レード オフし ないで多機能を求めて来たヒ ト の理解を深め、 身体の構造機能を理解し て、

練習して習熟するこ と が解決になる。
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